
（表1）オキソリニック酸として、20mg／kg体亀／日及び40mg／kg体重／目を7日間連続して飼料添加した時の食用組織中  

のオキソリニック酸濃度  b印）  

試験日  筋肉  肝臓  腎臓  

（投与後時間）   

4   1．3   2．7   30．0   23．0   4．7   8．0   

28   〈1．0   1．5   2．7   8．3   2．7   5．0   

52   く1．0   く1．0   く1．0   1．9   く1．0   1．5   

76   〈1．0   く1．0   く1．0   1．0   く1．0   く1．0   

100   〈1．0   く1．0   〈1．0   く1．0   〈1．0   〈1．0   

124   〈1．0   く1．0   く1．0   く1．0   〈1．0   〈1．0   

172   〈1．0   く1．0   〈1．0   〈1．0   く1．0   〈1．0   

196   く1．0   く1．0   く1．0   く1．0   く1，0   〈1．0   

数値は、分析値又は平瑚直で示九  

定量限界：1．Oppn  

（表2）オキソリニック酸として、20mg／kg体重／日を5日間連続して飼料添加し  

た時の食用組織中のオキソリニック酸濃度  b叩）  

試験日  

（投与後日数）   
筋肉   月刊蔵   

0．56±0．13   2．08   

3   0．05±0．02   0．13   

5   0．02±0．01   0．08   

7   く0．02（3），0．02（2）   0．03   

14   く0．02   く0．02  

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示れ  
月刊掛こついては、各検体をまとめてから測定し7㌔  

検出限界：0．02ppn  

2）薬浴  

アユをオキソリニック酸10ppm及び20ppmで6時間薬浴した。薬浴後0時間から  

21日の筋肉、月刊蔵及び腎臓におけるオキソリニック酸濃度を以下に示す。   

オキソリニック酸10p叩及び20ppnで6時間薬浴した時の食用組織中のオキソリニック酸濃度  b叩）  

試験日  筋肉  肝臓  腎臓  

（投与後）  10ppm   20p印l   10pp¶   20ppn   10p印l   20prm   

0時間   2．22±0．77   4．73±1．32   10．16   22．02   3．84   5．70   

1時間   2．23±0．87   4．94±1．08   14．76   20．10   4．80   7．70   

3時間   1．96±1．02   4．11±0．63   11．00   19．50   3．50   7．45   

6時間   1．85±0．54   2．98±0．77   8．91   16．58   3．16   5．65   

24時間   0．88±0．52   1．81±0．53   6．05   14．27   1．73   2．52   

2日   0．27±0．19   0．44±0．24   2．70   5．56   0．52   0．81   

3日   〈0．05   0．11±0．07   0．98   2．60   0．24   0．27   

5日   く0．05   く0．05   0．29   0．61   〈0．10   く0．10   

7日   〈0．05   く0．05   0．11   0．30   〈0．10   〈0．10   

10日   〈0．05   く0．05   〈0．05   く0．05   く0．10   〈0．10   

14日   〈0．05   く0．05   く0．05   〈0．05   く0．10   く0．10   

21日   く0．05   く0．05   〈0．05   〈0．05   く0．10   〈0．10   

数値は、分析直又は平均値±標準偏差で示す。  

月刊歳及び腎臓については、各検体をまとめてから測定した。  

定量限界：筋肉及び肝臓0．05ppm、腎臓0．10ppm  

ー26－   



（2）アマゴにおける試験   

アマゴにオキソリニック酸として10mg／kg体重／日を5日間連続して飼料添加した。   

最終投与後48及び120時間の筋肉、澗蔵及び腎臓におけるオキソリニック酸濃度を以   

下に示す。  

オキソリニック酸として、10mg／kg体重／目を5日間連続して飼料添加した時  
の食用組織中のオキソリニック酸濃度bpm）  

試験日  

（投与後時間）   

筋肉   肝臓   腎臓   

48   く1．0   く1．0   〈1．0（9），2．3   

120   〈1．0   く1．0（9），1．5   く1．0   

数値は、分析値で示し、括弧内は検体数を示れ  

定量限界：1．Op印l  

（3）ヤマメにおける試験   

ヤマメにオキソリニック酸として10mg／kg体亀／目を5日間連続して飼料添加した。   
最終投与後48及び120時間の筋肉、月刊蔵及び腎臓におけるオキソリニック酸濃度を以   

下に示す。  

オキソリニック酸として、10mg／kg体重／目を5日間連続して飼料添加した時の食  
用組織中のオキソリニック酸濃度bpm）  

試験日  

筋肉   肝臓   腎臓   
（投与後時間）  

く1．8（5），1．9，2．1（2），  

48   く1．8（14），3．2  2．2，2．5，2．8，  
2．6（2），3．0，4．0，4．6   

3．2，3．8，4．4   

120   く1．8（10），1．9（2），  く1．8（3），1．8（2），1．9， 2．1，2．3，2．4，2．5（2）， 2．8（2），4．4，5．8  く1．8（9），2．4，2．7，   2．1（2），2．2   3．0，3．2，4．2，4．5  
数値は、分析値で示し、括弧内は検体数を示す。  

定量限界：1．8ppm   

（4）ニジ「7スにおける試験   

ニジマスにオキソリニック酸として25mg／kg体亀／日を7日間連続して飼料添加し   

た。最終投与後24、48、72、96及び120時間の筋肉、月刊戯及び腎臓におけるオキソリ   

ニック酸濃度を表1に示す。   

ニジマス（水温10℃飼育）にオキソリニック酸として20mg／kg体重／日を5日間連   

続して飼料添加した。最終投与後1、3、5、7、14及び21日の筋肉及び肝臓におけ   

るオキソリニック酸濃度を表2に示す。   
ニジ7ス（水温18℃飼育）にオキソリニック酸として20mg／kg体重／目を5日間連   

続して飼料添加した。最終投与後1、3、5、7、14及び21日の筋肉及び日刊蔵におけ   

るオキソリニック酸濃度を表3に示す。  
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（表1）オキソリニック酸として、25mg／kg体重／日を7日間連続して飼料添加した時  
の食用組織中のオキソリニック酸濃度bpm）  

試験日  
筋肉   月刊蔵   腎臓   

（投与後時間）  

24   10．1±0．6   22．4±12．3   25．2±6．8   

48   く1．5（2），3，4，6．2   9．8±4．1   く1．5（2），7．8，10．0，20．0   

72   く1．5   く1．5，2．8，5．0，8．3，9．1  〈1．5（3），9．5，10．5   

96   く1．5   〈1．5   〈1．5（4），6．8   

120   く1．5   く1．5   く1．5   

数値は、分析直又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示す。  

定量限界：1．5p印1  

（表2）オキソリニック酸として、20mg／kg体重／日を5日間連続して飼料添加し  
た時の食用組織中のオキソリニック酸濃度  bpm）  

試験日  

（投与後日数）   
筋肉   肝臓   

1．99±0．83   2．19±0．47   

3   0．54±0．26   0．80±0．33   

5   0．04±0．01   0．07   

7   く0．02，0．02（2），0．03（2）   0．03   

14   〈0．02，0．02（2），0．03（2）   0．02   

21   〈0．02   く0．02   

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示す。  

月刊蔵については、各検体をまとめてから測定した  

検出限界：0．02ppm  

（表3）オキソリニック酸として、20mg／kg体重／日を5日間連続して飼料添加し  

た時の食用組織中のオキソリニック酸濃度  b叩）  

試験日  

（投与後日数）   

筋肉   肝臓   

2．09±0．56   2．98±0．68   

3   0．34±0．15   0．42±0．18   

5   0．07±0．04   0．05   

7   0．06±0．03   0．03   

14   0．02（5）   0．02   

21   く0．02   く0．02   

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示す。  

月刊掛こついては、各検体をまとめてから測定した。  

検出限界：0．02ppm  

5 うなぎ目魚類における試験   

（1）経口投与   

ウナギにオキソリニック酸として20mg／kg体重／日及を6日間連続して飼料添加した。最  

終投与後1から22日の筋肉、月刊嵐及び閤臓におけるオキソリニック酸濃度を以下に示す。  
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オキソリニック醸として、20I喝／kg体重／日を6日間連続して飼料添加した時の食用組織中のオキソリ  

ニック酸濃度  b印）  

数）   

筋肉   月刊疎   腎臓  

5．77±2．12   9．21±3．11   9．06  

2．54±2．11   3．60±2．90   3．52  

1．80±1．29   2．84±2．18   2．83  

〈0．02，0．07，0．11，   く0．02，0．05，0．09，   

0，19（2），0．48，0．59，   0．19，0．20，0．72，  0．76  

0．84，1．52，1．77   0．83，1．18，2．19，2．31  

く0．02（2），0．02，0．03，  

0．04（2），0．05（2），  0．06   0．08  

0．07，0．35  

く0．02（2），0．02（3），0．03，  
0．07   0．09  

0．04，0．08，0．14，0．27  

く0．02（9），0，03   く0．02   く0．05  

く0．02   く0．02   く0．05  

く0．02   く0．02   く0．05  

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示す。   

肝臓及び腎臓については、各検体をまとめてから測定した。   

検出限界：筋肉及び肝臓0、02ppn、腎臓0．05ppn  

（2）薬浴   

ウナギをオキソソニック酸10ppmで24時間薬浴した。薬浴後0日から36日の筋肉、皮  

膚、月刊蔵及び腎臓におけるオキソリニック酸濃度を以下に示す。  

オキソリニック酸10p叩で24時間薬浴した時の食用組織中のオキソリニック酸濃度  bpm）  

筋肉   皮膚   肝臓   腎臓   

2．01±0．26   2．84±0．54   4．17±1．02   3．06   

0．91±0．65   2．29±1．40   2．18±2．04   1．79   

0．62±0．33   1．33±0．51   1．45：±1．47   0．88   

く0．05，0．07，0．08，  く0．10，（3），  
0．66±0．52  0．34   

0．38，0．48  0．85，0．93  

く0．05（2），0．07，  く0．10（3），  
0．49±0．48  0．32   

0．30，0．52  0．36，0．77  

く0．05（2），0．05，  
く0．05  く0．10   〈0．05   

0．06（2）  

く0．05   く0．05   く0．10   〈0．05   

く0．05   〈0．05   〈0．10   く0．05   

く0．05   〈0．05   〈0．10   く0．05   

く0．05   く0．05   く0．10   く0，05   

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示れ  

腎臓については、各検体をまとめてから測定した  

定量限界：筋肉、皮膚及び腎臓0．05ppm、月刊板0．10ppn  
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6 すずき目魚類における試験   

ブリにオキソリニック酸として30mg／kg体重／日を5日間連続して飼料添加した。最終投  

与後2時間から16日の筋肉、月刊鼓及び腎臓におけるオキソリニック酸濃度を表1に示す。   

ブリにオキソリニック酸として20mg／kg体重／日を5日間連続して飼料添加した。最終投   

与後2時間から16日の筋肉、月刊蔵及び腎臓におけるオキソリニック酸濃度を表2に示す。  

（表1）オキソリニック酸として、30mg／kg体重／日を5日間連続して飼料添加した時  

の食用組織中のオキソリニック酸濃度  bpm）  

試験日  

（投与後）   

筋肉   肝臓   腎臓   

2時間   0．93±0．42   1．55±0．49   2．98±0．85   

4時間   2．63±1．51   2．48±1．23   4．76±1．69   

6時間   3．75±0．78   2．51±0．27   6．24±0．75   

1日   1．36±0．67   0．71±0．22   3．23±1．13   

2日   0．06±0．05   0．05±0．04   0．77±0．46   

3日   く0．02   く0．04   0．28±0．10   

5日   〈0．02   〈0．04   0．13±0．05   

7日   〈0．02   く0．04   0．07±0．06   

10日   〈0．02   く0．04   く0．06   

13日   〈0．02   く0．04   〈0．06   

16日   く0．02   く0．04   く0．06   

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示丸  

定量限界：筋肉0．02ppm、肝臓0．04ppm、腎臓0．06pp  

（表2）オキソリニック酸として、20喝／kg体重／日を5日間連続して飼料添加した時  

の食用組織中のオキソリニック酸濃度  わ脚）  

試験日  

（投与後）   

筋肉   肝臓   腎臓   

2時間   0．43±0．24   1．02±0．43   2、12±1．01   

4時間   1．27±0．33   1．03±0．22   3．01±0．57   

6時間   1．31±0．51   1．38±0．30   3、93±1．27   

1日   0．28±0．13   0．20±0．03   1．21±0．26   

2日   〈0．03（3），0．03，0．06  〈0．04（4），0．04   0，44＝±0．18   

3日   〈0．03   く0．04   0．16±0．05   

5日   く0．03   〈0．04   0．10±0．03   

7日   く0．03   く0．04   〈0．05（4）．0．07   

10日   〈0．03   〈0．04   〈0．05   

13日   〈0．03   〈0．04   く0．05   

16日   く0．03   〈0．04   〈0．05   

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示丸  

定量限界：筋肉0．03p叩、肝臓0．04p叩、腎臓0．05ppn  
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7 その他の魚類における試験   

コイにオキソリニック酸として、10mg／kg体重／目及び20mg／kg体重／日を7日間連続し  

て飼料添加した。最終投与後1、2、4及び6日の筋肉、師岡蔵、腎臓及び脚蔵におけるオ  

キソリニック酸濃度を表1に示す。   

コイにオキソリニック酸として、10mg／kg体重／日を7日間連続して飼料添加した。最終  

投与後1時間から28日の筋肉、肝糊蔵及び腎臓におけるオキソリニック酸濃度を表2に示  

す。  

（表1）オキソl）ニック酸として10mg／kg体重／日及び20mg／kg体重／日で7日間連続して飼料添加した時の食  

用組織中のオキソリニック酸濃度  b叩）  

筋肉  月澗歳  

数）  10mg／kg体重／目  20mg／kg体重／E］   10mg／kg体重／日  20mg／kg体重／日  

2．0±1．0   4．3±1．6   3．8±2．1   9．1±6．1  

く1．0（3），   く1、0（3），   〈1．0（2），1．6，   
1．8±0．8  

1．2，3．2   1．1，1．7   2．3，7．3  

く1．0   く1．0   く1．0   く1．0（4），1．2  

〈1．0   〈1．0   〈1、0   〈1JO  

腎臓  脾臓   

数）   10mむkg体重／日  20mg／kg休重／日   10mg／kg体重／日  20喝／kg体重／日  

2．6±0．4   4．7±1．5   2．5±1．6   4．9±2．8  

く1．0（2），1．5，   く1．0，1．2，   く1．0，1．1，   く1．0（2），1．4，  

2．4，4．5   1．5，1．7，2，7   2．4，2．8，4．5   2．0，2．7  

く1．0   〈1．0   く1．0   〈1．0  

く1．0   く1．0   く1．0   く1．0   

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で、括弧内は検体数を祇  

定塾限界：1．Oprm  
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（表2）オキソリニック酸として、10m〆kg体重／日を7日間連続して飼料添加した時の食用組  

織におけるオキソリニック酸濃度  b印）  

試験日  

（投与後）   
筋肉   月間臓   腎臓   

1時間  く0．03，0．51，1．06，1．48，2．35  く0．05，0．45，1．17，1．91，2．64   2．39   

3時間   0．39±0．11   0．75±0．18   1．55   

6時間   0．96±0．78   1．19±1．00   2．50   

1日   0．83±0．54   0．92±0．66   2．29   

2日   0．73±0．55   0．96±0．67   2．05   

3日   0．41±0．27   0．54±0．39   0．95   

5日   く0．03，0．06，0．08，0．37，0．77  く0．05，0．07，0．14，0．45，0．91   0．72   

7日   〈0．03   〈0．03   0．05   

10日   く0．03（4），0．04   く0．03   0．06   

14日   く0．03   く0．03   0．06   

21日   〈0．03（4），0．03   く0．03   く0．05   

28日   〈0．03   〈0．03   〈0．05   

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示れ  

腎臓については、各検体をまとめてから測定した。  

検出限界：筋肉0．03p印、肝膵臓及び腎臓0．05p叩  

8 甲殻類における試験   

ェビにオキソリニック酸として70mg／kg体重／目を5日間連続して飼料添加した。最終投  

与後1、3、5、10、15、20、25及び30日の組織におけるオキソリニック酸濃度を表1及   

び表2に示す。   

ェビにオキソリニック酸として80mg／kg体重／日を5日間連続して飼料添加した。最終投  

与後1、3、5、10、15、20、25及び30日の組織におけるオキソリニック酸濃度を表3に   

示す。  

（表1）オキソリニック酸として、70mg／kg体重／日を5日間連続して  

飼料添加した時の食用組織中のオキソリニック酸濃度  b叩）  

試験日  

（投与後時間）   

組織   

12．48±6．08   

3   6．67±6．78   

5   0．62±0．53   

10   0．21±0．12   

15   く0．05（4），0．05   

20   く0．05   

25   く0．05   

30   く0．05   

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示れ  

検出限界：0．05pI刑  
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（表2）オキソリニック酸として、70mg／kg体重／日を5日間連続して  

飼料初口した時の食用組織中のオキソリニック酸濃度  bpm）  
試験日  

（投与後時間）   
組織   

18．68±12．80   

3   7．85±3．20   

5   14．72±13．17   

10   1．58±2．19   

15   0．39±0．28   

20   〈0．03，0．07，0．00，0．1乙1．66   

25   く0．03   

30   く0．03   

彗封直は、分析値又は平均値±標準偏差で舐  

検出限界：0．03p叩   

（表3）オキソリニック酸として、80mg／kg体亀／日を5日間連続して  

飼料添加した時の食用組織中のオキソリニック酸濃度  bpm）  
試験日  

（投与後時間）   

組織   

14．63±4．87   

3   6．19±3．73   

5   1．38±1．30   

10   く0．05，0．05，0．08，0．16，1．70   

15   く0．05（2），0．05，0．14，0．75   

20   く0．05（4），0．05   

25   く0．05   

30   〈0．05   

数値は、分析値又は平瑚直±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示す。  

検出限界：0．05p叩  
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農薬／動物用医薬品湖  （別紙2）  

，く0．01，く0．01（軋く0．01（軋0．06，  
0．08，0．02．0．02  

0．02，0，0㍉0．02（軋0．06（＃）  

．96，0．98，0．29．0．52  

0．52，0．60，0．04，0．34，0．32，0．54   

0．70（‡），0．06，0．24，0．20  

0．06（軋0．03（軋0．03，0．M  

0，02（＃），0．88（＃‡）（根深ねぎ）、0．28（＃），   
〈0．Ol（＃）（兼ねぎ）   

く0．01（軌く0．01（＃）   
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農薬／動物用医薬品 オキソリニック酸  （別紙2）  

〈0．005，0．016  

2（強制経口投与）   

．03（飲水添加）   

±0．02（飼料添加）   

．04（飲水添加）   

．04（飲水添加）   

．06（飼料添加）   

魚介類（さけ目魚類に限る。）   
魚介類（うなぎ目魚類に限る。）   

魚介類（すずき目魚類に限る。）   

魚介類（その他の魚類に限る。）   

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（二＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
（二＄）で示した作物は、作物残留試験成績のばらつきを考慮し、試験が行われた範囲内で最も大きな残留値を考慮した。  
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（別紙3）  

オキソリニック酸推定摂取量（単位：FLg／人／day）  

幼小児ご  
基準値案 （ppm）  国民平均 TMDI   （1～6歳）；  

食品群  妊婦 TMDI  

TMDI  

0 3   55 5  米  
0 3  ばれいしよ  
0 5  ナんにやくいも  

0 05  だいナん類の根       09T  l  
だいこん頬の葉   2  10  ロ  

2  はくさい  
2  19. 6: キャベツ         45  
2  0. 6: チンゲンサイ         2  
2  0. 2: 0. 2: カリフラワー  

ブロッコリー   0 2  0 6   0. 91 

2  その他のあぶらな科野菜      0．6  0．  
2  0．  エンタイプ      0．2  

0 7  4. 5: レタス       18●  
たまねぎ   01  

2  ねき  
にんにく   0．05  0．0  0  

0 7  アスパラガス       0 2－    0・  
0. 0: その他のゆり科野菜  0 3       0  

にんじん   0 2  3 3  5  
セロリ  四    01，    0  

0 3  日本なし  
西洋なし   0 3  0. 0: 0. 01 

もも   0．3  0．2  1．  
20  うめ  

その他のハープ   2  

01  牛の筋肉及び脂肪  
牛の肝臓   0．1  0．0   0．  

01  牛の腎臓      0 0  0  
0 0   0. 0: 牛の食用部∠  01  
0．5   豚の筋肉及び脂肪  0．02      0．  

0 02  0  豚の肝臓       0 0  
豚の腎臓   0．02  0．0   0．  

豚の食用郭公  0，02  
鶏の筋肉及び脂肪  01  
鶏の肝臓   0 04  0  0 0  鶏の腎臓  0 04  
鶏の食用部分  0．06  

0 4   魚介類（さけ目魚類に限る）  0．1       匹    ナ 
01  0. 0: 魚介類（なぎ目魚 に限る）         0  

0 8   ロ  魚介類（すずき目魚矧こ限る）  0 06  
魚介類（その他の魚類に限る）  0 05    0 9  匹  
魚介類（甲殻類に限る。）  0．03  0．2    2  0．2   

計  262．6  112．3  225．・  

ADI比（％）  23．5   33．8   19．  

高齢者及び妊婦については畜水産物の摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参考とした。  
TMDI：理論最大1日摂取量（TheoreticalMaxiJnum DailyIntake）  
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答申（案）  

オキソリニック酸   

残留基準値  
食品名  

米   

DDm  

0．3   
ばれいしよ   0．3   
こんにやくいも   0．5   
だいこん類の根   0．05   
だいこん類の葉   2   

はくさい   2   

キャベツ   2   

チンゲンサイ   2   

カリフラワー   2   

ブロッコリー   0．2   
その他のあぶらな科野菜（注1）   2   

エンダイブ   2   

レタス   0．7   
たまねぎ   0．1   
ねぎ   2   

にんにく   0．05   
アスパラガス・   0．7   
その他のゆり科野菜（注2）   0．3   
にんじん   0．2   
パースニップ   2   

セロリ   

日本なし   0．3   
西洋なし   0．3   
もも   0．3   
うめ   20   
その他のハーブ（注3）   2   

牛の筋肉   0．1   
豚の筋肉   0．02   
牛の脂肪   0．05   

豚の脂肪   0．02   
牛の肝臓   0．1   
豚の肝臓   0．02   
牛の腎臓   0．1   
豚の腎臓   0．02   
牛の食用部分   0．1   
豚の食用部分   0．02   
鶏の筋肉   0．03   
鶏の脂肪   0．1   
鶏の肝臓   0．04   
鶏の腎臓   0．04   

0．06   鶏の食用部分    魚介類（さけ目魚類に限る。）   0．1   
魚介類（うなぎ目魚類に限る。）   0．1   
魚介類（すずき目魚類に限る。）   0．06   
魚介類（その他の魚類（注4）に限る。）   0．05   
魚介類（甲殻類に限るハ）   0．03   

（注1）「その他のあぶらな科野菜」とは、  
あぶらな科野菜のうち、だいこん類の根、  
だいこん類の菓、かぶ類の根、かぶ類の  

菓、西洋わさび、クレソン、はくさい、キャ  
ベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きよ  
うな、チンゲンサイ、カリフラワーブロッコ  
リー及びハーブ以外のものをいう。  

（注2）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科  
野菜のうち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、  
にら、アスパラガス、わけぎ及びハーブ以  

外のものをいう。  

（注3）「その他のハーブ」とは、ハーブの  
うち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの  
葉、セロリの茎及びセロリの葉以外のもの  
をいう。  

（注4）「その他の魚類」とは、魚類のうち、  
さけ目類、うなぎ目類及びすずき目類以  
外のものをいう。  
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